
平成１９年度実施協働事業の事業結果及び評価結果一覧（要約）

１．実施事業等 緑地（里地里山）保全活動事業 地域ポータルサイト運営事業 防犯対策システム運営事業 ＩＳＯ無料講習会実施事業 傾聴ボランティア育成・派遣事業
（特非）藤沢グリーンスタッフの会 （特非）湘南ふじさわシニアネット （特非）地域魅力 （特非）湘南ふじさわシニアネット (特非)ｼﾆｱﾗｲﾌｾﾗﾋﾟｰ研究所藤沢事務局
市提案／公園みどり課 市提案／ＩＴ推進課 市提案／市民自治推進課 市民活動団体提案／産業振興課 市民活動団体提案／高齢福祉課
2,300,000円（藤沢市分 2,300,000円） 1,995,000円（藤沢市分 1,995,000円） 1,500,000円（藤沢市分 1,500,000円） 1,909,089円（藤沢市分 1,909,089円） 1,230,185円（藤沢市分 505,000円）

２．事業概要 １．緑地保全事業 １．現行サイトの維持・更新 １．地域の安全安心のための共助の仕 １．ＩＳＯ国際規格等の目的とその具 １．認知症予防､うつ病予防、課題の
市有緑地10ヶ所、14,600㎡ ２．現行サイトのＣＭＳ化の推進 組みづくりへ発展させる。 体的な内容を、分かり易く解説し、 早期発見･早期対応等が期待できる。

２．藤沢里山保全ボランティアリーダー ３．新ポータルサイトの企画 ２．日常業務：防犯情報の配信・管理、 今後の企業経営の参考に供する。 ２．傾聴ボランティアを行う人の介護
養成講座 （２００９年度公開予定） ＨＥＬＰメールの確認等 ２．企業価値の向上及び顧客からの信 予防

３．指定緑地又は指定地域以外での ４．将来の自主運営に向けての ３．安心安全の確保についての検討 頼性向上を図る。 ３．人と人との交流を媒体とした、地
支援活動 ビジネスモデル検討 ４．市民電子会議室、ポータルサイト、 ３．無料講習会：前期５講座、後期５ 域福祉の向上と、地域課題の解決が、

４．指定緑地での各種自主活動 電縁マップの活用、充実化を図る。 講座の計１０回実施。 この事業の最大の目的である。

３．事業を行って １．緑地の現況と保全の必要性につい １．「えのしま・ふじさわポータルサ １．犯罪抑制：犯罪件数の減少。 １．ＩＳＯ等の各種マネジメントシス １．傾聴ボランティアの養成(67名)
の成果・効果 て認識したこと。 イト運営に関する指針」を市と共同 ２．システム登録者の増加(2008/2/12現在) テムに関する情報の啓発 ２．継続的なボランティア活動(36名)

２．保全活動の影響についての貴重な で作成。 全体登録者数 ５，４００人 ２．「エコアクション２１」及び「プ ３．傾聴の重要性を啓発
経験が得られたこと。 ２．編集会議を毎週開催し、コンテン かけつけ協力員数 ３２５人 ライバシーマーク」の認証取得活動 ４．受講生1人1人の 成長を促す実践

３．この事業により整備された緑地と ツの充実と更新頻度の向上を図った。 一般投稿登録者 ８２人 を開始した企業が１社づつあった。 的な教育ができた。
して市民に認識されたこと。 ３．トップページのマイナー変更を実 ＦＡＸ受信登録者 ２９人 ３．テキストの評価が高く、不参加者 ５．優秀なボランティアの育成

４．周辺の住民に明るくなったとの好 施（１１月２２日公開） ＳＯＳ設定者 １０６人 からの送付要請や、本テキストを使 ６．傾聴連絡会の自然発生
評も得られた緑地もあること。 ４．サイトアクセスの大幅な向上。 ３．市やＮＰＯで行う広報活動に加え、 用して自社内の社員教育を実施。 （65名が参加）

５．ボランティア活動の原点である社 ①延べ訪問者数 ＋５４％ クチコミ等でのシステムの価値への ４．本講習終了後に、２０年度開催に
会貢献につながる事業になっている ②訪問者数 ＋８８％ 評価が反映されている。 関する問い合わせがあり、本企画へ
との認識を持てたこと。 ③総ページビュー ＋４９％ クチコミ登録 ２２％ の期待の強さが伺える。

４．事業を実施し １．作業回数・内容についての見直し １．アクセスアップのための対策を強 １．機器の不具合などのトラブル対策 １．受講者の確保 １．募集について
ての反省点（課題） ２．将来構想を十分に理解した上で行 力に推進することが必要 ２．かけつけ協力員及び防犯ボランテ ２．受講者の内容 ２００人を超える想定外への対応
と対応策 う作業であり、更に勉強が必要。 ２．新ポータルサイトの企画を実現す ィアのネットワーク化や研修を目的 マネジメントシステム導入希望企 ①応募用紙の配置

３．保全活動は、継続して行なう必要 るための運営体制の強化・充実 としたイベントの実施。一般情報投 業の受講が少ない。 ②電話回線の問題
があり、頻度を多くすることも課題｡ ３．広告収入等自主財源の獲得による 稿のマニュアルの整備の実施。 ⇒マネジメントシステムの導入が、 ③広報ふじさわ掲載事項の反省

４．保全目標を作ることが重要で、手 運営経費の確保 現実に企業経営の役に立つことを、 【今後の対応策】
法を確立したい｡ 根気良くＰＲして行かざるを得ない ⇒応募用紙の事前設置の徹底

５．事務所、道具運搬車・駐車場確保、 と考える。 ⇒電話回線及び電話番の配置
運転資金難などの課題がある。 ⇒募集の締め切りを明記

５．今後の取組 １．年１回の作業にこだわらず、行政 １．新ポータルサイトの開発・運営体 １．子育て情報プラットフォーム運営 １．今回の経験をベースに、今後もマ １．次年度も継続事業とし、２年目と
（協働事業を実施 と良く話し合いながら、少しでも手 制の整備(2009年度公開予定) 事業など、関連する別テーマとの連 ネジメントシステムの普及を目指し して中級講座を追加し、在宅派遣で
してみて、今後の 入れの行き届いた緑地にしたい。 ２．自主運営に向けての取組強化 携を視野に入れ、NPOならではの横 て同様の活動を継続し、ＮＰＯとし きる人材育成を行う。
事業展開や団体活 ２．市民ボランティア受入れ・市民の 軸連携を展開していきたい。 てのコンサルティング事業に弾みを ２．自然発生的にできた「傾聴連絡会」
動への取り組みに 保全活動への参加などを検討・試行 ２．これらの情報配信、情報共有の取 つけたい。 をバックアップし、情報を共有しな
ついて。） し、活動の幅を拡げて行きたい。 り組みを、"地域情報のハブ"という、 ２．チャンスがあれば、同様の協働事 がら、勉強・活動していく。

３．里山ボランティアリーダーの継続 当NPOの地域における役割としてと 業による無料講習等を実施して普及 ３．受講生とともに傾聴の分野を研究
性の保持及び質の向上を図るため、 らえ、これに見合った新たな事業展 を図って行きたい。 しながら、より良い活動ができるた
資格の導入も検討していきたい。 開を検討していきたい。 めのスキルアップを行っていく。

６．評価結果 ①月１回の定例会や隔月の活動報告に ①綿密な打合せを行い、お互いの思い ①犯罪は、時間や曜日等にとらわれず、 ①講習会の受講者からの評価は全般的 ①当初から３年計画の協働事業として
より相互の役割分担・情報共有を適 や意見を生かし、「えのしま・ふじ いつ起こるか予測がつかないが、起 に高く、実際にエコアクション２１ 考えており、まず傾聴ボランティア
切に行い、互いの特性を発揮しなが さわポータルサイト運営に関する指 きた犯罪情報についてはリアルタイ の認証取得に着手した市内企業も現 の初期コースとして、当初目標の５
ら事業を進めている。 針」を共同して作成できた。 ムに配信し、２次的な犯罪や再び犯 れるなど、本事業をとおしてＩＳＯ ０名より多い７６名の受講者でスタ

②近隣住民等からの要望に対して、適 ②運営上の目的･役割分担を明確にし、 罪を起こさせない対策が必要である。 国際規格等に対する中小企業の関心 ートし、最終的に６７名が終了する
切に対応し、里山保全ボランティア 情報共有を行い、人材や技術を活か ②防犯対策システムを協働事業として 向上を図ることができたものと評価 ことができた。また、修了生の内、
リーダーの養成も着実に行っている｡ した協働事業の実施により地域ポー 実施し、団体の柔軟性や迅速性を生 する。 傾聴連絡会として６５名が自発的に

③これだけの事業をこの経費で実施で タルサイトの自主運営を目指して取 かして、２４時間３６５日、犯罪情 ②講習会の参加者が当初計画より下回 結成参加し、３６名の修了生が福祉
きたことに示されるように、協働事 り組んでいることは評価できる。 報をリアルタイムに配信することが るなど、主催者の思いと受講者側の 施設でボランティア活動を継続して
業をとおして、多くの市民に市有緑 ④コンテンツの充実と更新頻度が向上 できるようになった。 思いとで多少のずれがあったものと いる実質的なボランティアとしての
地等を共通の財産として維持管理し し、結果としてアクセス数の向上を ③自主防犯意識の高揚や犯罪の未然防 思われるので、この課題を今後に生 養成が出来たことは高く評価できる。
ていく考え方を理解してもらえるよ もたらした。 止に向けた啓発が図られたことは評 かす必要がある。 ②次年度以降も引き続き協働事業とし
うになった。 ⑤今後は、自主運営に向けて運営資金 価できる。 て期待するものです。

④予想以上の成果があった。今後、様 の確保が課題であるが、広告掲載だ ④実際に問題が発生したとき、発信者
々な課題について更に協議・整理を けでなくコンテンツそのものが運営 自身の安全確保や協力員の安全確保
行い、継続して事業を展開して欲し 費となるような体制が理想と思われ などの課題があるので、引き続き協
い。 る。 働事業としてよりよいシステムにし

ていければよい。


